
「必要から生まれた」
多彩な事業群

兵庫県高砂市に播磨コピー工業が
設立されたのは1961年。創業者は
菱田策三氏で、子息の克己氏は当時、
高校2年生だった。当時から時間に
余裕があれば仕事を手伝い、大学を
卒業後に入社した。
「青写真屋」からスタートした事業

は次第に広がり、デザイン・プラン
ニング、システム開発・IT関連業務、
CAD設計・製図、デジタル・オンデ
マンド印刷、資料作成・ファイリング、
アウトソーシングも行うようになる。
1973年には事務系社員派遣業の菱
田産業（株）を設立。さらに、多角
化した事業の業務分担を明確にする
ため、1995年には（株）ニックサー

ビスを立ち上げ、IT関連業務のさら
なる展開を目指した。

多彩な事業内容は、あくまでも顧
客の立場に立った発想で事業展開を
考える菱田社長の経営姿勢と、顧客
ニーズを満たそうと果敢にチャレンジ
を繰り返した努力の結実である。

例えば、印刷の仕事を始めたきっ
かけは、コピーの取引先である大手
企業の担当者が今の印刷会社が納期
を守れないという不満を持っていた為
で、早速、軽印刷機を導入し、その
点を解消する事によって、喜んでいた
だき、他所にも声を掛けていただけま
した。
「このようなことで困っているお客様

は何社もあると思いました」と菱田社
長。予想どおり、顧客はきめ細かい
対応に満足し、その後受注量も顧客
数も増えた。しかし顧客の要望に “こ

コピー業からスタートした播磨コピー工業は、顧客の困り事を解決するうちに業容を
どんどん拡大。CAD設計や製図、デザイン・プランニング、システム開発など、さま
ざまな事業を展開する。2002年にはカラー印刷を開始し、07年9月にTruepress 
344を導入した。常に革新性を目指す菱田克己社長のキーワードは「デジタル」。メディ
アの大転換期を目前に、生き残りをかけたチャレンジが続く。

代表取締役
菱田  克己 氏
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高度な情報処理能力に、
デジタル印刷機の力を加え、
「価格・スピード・品質」のすべてで顧客満足を獲得



ングアカデミーに入学。そのとき、デ
ジタル印刷の時代が来ると実感した。
「川を渡る途中で沈むか、向こう岸

まで泳ぎきるか。わたしは沈みたくな
いからチャレンジし、努力しただけの
こと。苦しいときは楽しいときでもあ
ります」と常にプラス思考で経営のか
じ取りを行ってきた。

大々的に印刷設備を装備する大手
企業でも、デジタルの時代になれば同
じスタートラインに立たされる。その
点、情報処理を含めたコンピューター
処理能力を蓄積しているのは同社の大
きな強み。アナログ設備やそれを使う
人材がむしろ重荷になることを考えれ
ば、何らおくすることはない。「デジタ
ル分野の知識力を高めておけば、大
手とも対等に戦える」と確信した。

コンピューターから印刷機へ、
スムーズなワークフローは必須

菱田社長が求めるデジタル印刷機
の条件は、コンピューターで作成した
データをスムーズに受けて確実に処理
できるもの、といたって明快。印刷機

画会社など、さまざまな取引先から厚
い信頼を獲得している。

次代に向けて養うべきは
“デジタル” 処理能力

菱田社長の人となりを端的に表現
すれば、努力とチャレンジの人。加え
て先見性に長けていることだろう。「コ
ピー業という業態はいずれ成り立たな
くなる」と早くから考えていた。そこ
で着眼したのが「デジタル」。およそ
1千万円を投資してコンピューターを
導入した。
「当初は、フォント製作などをさせて

遊ばせていた」という言葉から、デジ
タル時代の到来を見越して積極的に
設備投資してきた菱田社長の信念が
うかがえる。そのために惜しみなく機
器を揃え、社員がデジタル環境に親し
めるようにした。従来手作業で行って
いた高度なカラーグラフィックスや文
書作成をすべてコンピューター処理に
切り替え、CGやアニメーションなど
を製作するためMacも導入した。そ
の後、印刷を学ぶため日本プリンティ

れで良し” というゴールはなく、その
うち要望も益々多様になりコンピュー
タの導入、デザイン企画部門の設置
と発展いたしました。弊社の主要顧
客が重工業でしたので、資料作成等
には挿入図が多く用いられ、図を三
角法に則り、整然と書くように指示さ
れるようになりました。

そこで、1998 年に、CADシステ
ムを導入し、設計部門を設立する事
となりました。
「地方の企業は仕事を選べないのが

現実です。当社も、要するに “なんで
も屋”。総合力がなければ成り立たな
い。すべては必要から生まれた事業
です」（菱田社長）

顧客満足をクリアするため、常に柔
軟な発想で行動してきた。印刷につ
いては、幅広い事業で培った総合力
を発揮しながら、多品種小ロットから
大ロットまできめ細かく対応。大手企
業や公的機関、印刷・デザイン・企

User Report

デジタル印刷機はTruepress 344で2台目となるオペレータの福田和彦さん



器の展示会に足を運んでみたが、当
初は納得のいく製品に出合えなかっ
た。ある印刷機メーカーに、シームレ
スな作業フローが構築できなければ
デジタル印刷機の商品価値はないと
強調しても、理解してもらえなかった。

そ うし た と き、 注 目 し た の が
Truepress 544である。Windows
データの処理がスムーズに流れること
と、アドビ純正のRIPにより非常にス
ムーズなフローが構築できることが決
め手となり、2002年10月に導入、
これを機にカラー印刷の分野に進出
した。月間ジョブ数は40台から60
台へと順調に増大。多品種小ロット
のカラー印刷への対応力が、同社の
総合力強化につながった。

2007年9月には、Truepress 544
を更新する形でTruepress 344を導
入。調整1週間、オペレーショント
レーニング1週間の計2週間を経て
本格稼働に入った。

導入前の07 年 1 〜 9月の月平均
ジョブ数は67だったが、Truepress 
344移行後の10月からの3カ月間で
108になり、12月には188ジョブを
こなした。今後は150ジョブを目安

に安定的な仕事を確保したいという。
Truepress 544の時代からデジタ

ル印刷機のオペレーションを担当して
いるのは福田和彦さん。
「仕事内容は企業パンフや広報便

り、DMなど多種多様で、ロットは千
部以下のときもあれば、2万部通すと
きもあります。操作性は確かにいいで
すね。その証拠に素人だった僕でも使
いこなしている。一番ありがたいのは、
Truepress 344は用紙のセットが自
動化され給紙ミスが起こらないことで
す。インキコントロールをはじめここま
で自動化された機械なので、ローラー
のニップ圧もデジタルで調整できれば
いっそう楽に使えると思います」

“心地よさ”を感じた企業との
取引が強化

カラー印刷の経験こそ浅いものの、
受注量は確実に増加している。その大
きな要因に、地域貢献の一環として早
くから公職を務め、豊富な人脈を築
いている菱田社長個人の力がある。

チャンスを決して無駄にせず、常に

非の打ちどころがないアウトプットを
提供していることも信頼感を強める武
器になっている。その証拠に、いった
ん取引が始まった顧客の多くが、他
社とは抜きん出て「安くて速くて品質
が良い」と大満足し、その後ずっと取
引が継続している。印刷業を含め多
事業を営む顧客からは、「播磨コピー
工業に仕事を頼むと当社の信用が上
がり、他の商売にもプラスの効果があ
る」とまで言われる。
「そこに心地よさを感じ、また取引

してくださっています。特に価格やス
ピード、正確性ではどこにも負けない」

（菱田社長）
これほどまでデジタル印刷機を活用

できるのは、高度な情報処理能力は
言うに及ばず、メインクライアントで
ある大手企業の厳しい要求に応え、
蓄積してきた力があるからだ。

地域に根差す、
地域の企業

印刷業界の激動期を象徴するのが
2011年、地上デジタル放送への完

播磨コピー工業株式会社

「デジタル」をキーワードに
顧客満足を追求する菱田社長
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全移行である。メディアの大転換期に
広告はどのような形で打たれていくの
か、その答えは現段階では推し量れ
ない。
「チラシの効果は薄くなっていくで

しょうが、広告自体は決してなくなら
ない。それをいかに人々に提供してい
くかがこれから検討されていくでしょ
う。テレビだけでなく、何もかもチェ
ンジする時代が目前に迫っています。
こんな変化の激しい情勢下で、3年
や5年先を正確に見通すことは至難
の業です。ほぼ間違いない方向を自
分なりにしっかり見定め、そちらのほ
うに進んでいくしかない」

その一つがデジタル印刷機だった。
つまり、同社が追求しているのは、“刷
る力” でなく、あくまでもデジタル処
理能力。デジタル分野で戦うように
なって気づいたのは、同業他社は予
想以上にコンピューターの操作能力
やデジタル処理能力が低いということ
だ。「コンピューターの知識力と、そ
れを駆使できる能力を武器に道を拓
きたい」と勝算を見込む。

デジタル機器に対する菱田社長の
注目は大きい。「そのへんはメーカー
任せ。いいものを製品化してくれれば、
積極的に検討し、導入したい」とメー
カーの開発力・提案力に期待をかけ

る。それは同業他社との差異化のた
めでなく、あくまでも自社設備の充実
が目的だ。
「当社は、他社を意識して戦ってい

るのではありません。設備の優劣など
どうでもいいこと。大切なのは内をよ
く見て、もっと速く、安く、良いもの
をご提供できないかを懸命に考え、足
りない部分を充実させていくことです」

どこまでも顧客満足度を上げようと
するのは、同社の拠って立つところが
あくまでも地域だからだ。菱田社長は
今後も地域文化の発展に貢献したい
という。
「古い伝統によりかかった文化でな

く、いつも新しく生まれるものを活用
する力のある企業でありたい。そんな
企業があってこそ、地域に革新が起こ
るのです。そのように、革新を地域に
導くために頑張る。わたしは当社が印
刷会社だと思っていないし、これまで
も印刷1本にこだわっていない。今は
チェンジの時代、何にでもチャレンジ
していくつもりです」

地域に根差した企業として、顧客の
ニーズに応え続けてきた播磨コピー工
業。柔軟な発想力と旺盛なチャレン
ジ精神で築き上げてきた同社のデジ
タル環境が、徐々に輪郭を現そうとし
ている。

播磨コピー工業株式会社
所在地　兵庫県高砂市高砂町浜田町1-7-28
代表者　代表取締役　菱田  克己
設　立　1961年
従業員数　37人
http://www.nic-service.co.jp/


